
 

 

 

 

 

２学期もお世話になりました 
 今日、２学期の終業式を行いました。８月の下旬から始まった２学期も今日で終わりです。２学

期は８１日間ありましたが、子どもたちは、南小の学校目標「やさしく」「かしこく」「たくまし

く」のもと、運動と勉強に一生懸命取り組みました。特に、毎日の学習ではタブレットを上手く活

用しながら学習を進めたり、運動会、校外学習、社会科見学等の行事では、友だちと協力しながら

活動したりする姿が見られました。 

 そして、保護者や地域の皆様には、毎朝の旗振りや見守り活動等で大変お世話になりました。お

かげで子どもたちが大きな事故に遭うことなく、毎日登下校することができました。ありがとうご

ざいました。 

明日から冬季休業日に入り、ご家庭で子どもたちと一緒の時間が増えると思いますので、子ども

たちといろいろな話ができると良いと思います。そして、３学期始まりの１月１０日（火）には、

全員が元気に登校できるようにお願いします。 

ザスパサッカー教室がありました 
１４日（水）の２校時にザスパクサツ群馬のコーチ２名を講師と

してお招きし、１年生を対象にしたサッカー教室を行いました。体

育館で講師の指導のもと、１年生の子どもたちが１時間楽しく学習

をしました。 

まず、置かれたコーンを走ってまわり、次の人につなぐリレー形

式のゲームから始まりました。そのあとは、サッカーボールを手に

持って、目標物のコーンを狙って投げる運動がありました。さらに、

足でボールを蹴って目標物のコーンに当てたり、ドリブルをしなが

らコーンをまわったりする運動をしました。このように最初はボールを使わない運動から入り、だん

だんサッカーの要素を入れた運動になるように学習活動が工夫されていました。子どもたちは一つ一

つの運動を楽しみながら取り組んでいました。 

諏訪利成さんによる特別授業 

伊勢崎市では、本市出身やゆかりのある方が「教育アンバサダー」

として、市内の小学校、中学校などで特別授業を行う制度があります。

この制度を活用して、伊勢崎市として初のオリンピアンであり、数々

の大会に出場し素晴らしい記録を残されている諏訪利成さんを講師

にお招きし、５・６年生への講演と陸上指導をしていただきました。 

まず、講演では中学校から始めた陸上において常に目標を持って高

校、大学、実業団と競技を続けられてきたことについて話されました。

そして時には、けがや故障をしながらも競技を続け、その中でアテネ

オリンピック（男子マラソン６位入賞）や世界陸上大阪大会（男子マ

ラソン７位入賞、団体戦で金メダル）に出場されたことについても話

されました。目標を持って、日々の生活を送ることの大切さを実感す

るお話でした。 

その後、校庭で児童に陸上の指導をしていただきました。指導の最

後には、諏訪さんが子どもたちと一緒にトラックを走ってくれまし

た。子どもたちの心に残る特別授業になりました。 
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子育てについて考えていること 

 本通信が今学期最後の学校通信になりますので、日頃、「子育て」について考えていることを載せた

いと思います。保護者の方々には、日々の子育てにおいて、お子さんの成長に喜びや感動を覚えるこ

ともあれば、反対に「これでよいのだろうか？」と自問自答したり、苦慮したりすることもあるかと

思います。この子育ての目標は何かと問われれば、保護者の方々の中にいろいろな考えがあるかと思

いますが、究極の目標は「子どもの自立」ではないでしょうか。子どもが自分の力で生活できるよう

になることが大切で、そのために学校教育も大きく関わっているのだと思います。そして、当然、子

どもが親から自立をすることを目指す中で、親も子どもから段階的に離れていかなければならないと

思います。いわゆる「子離れ」といわれるもので、親が子離れをしなければ、それは子どもの自立を

妨げるものとなるのでしょう。よって、親が子どもとの距離を

子どもの成長に合わせて、上手くとっていくことが大切なの

だと思います。そこで参考となるものに「子育て四訓」という

ものがありますので、それを紹介したいと思います。この子育

て四訓は、山口県のある教育者が提唱したもので、乳児期、幼

児期、少年期、青年期のそれぞれの発達段階で、子どもに対す

る親の距離感の目安を示したものです。ちなみに、同様の考えがアメリカ

先住民にもあるそうです。 

 この四訓の最初は、乳児に対する接し方です。乳児は、母親や信頼でき

る人にだっこされることで安心します。このようにこの時期は肌と肌のふ

れあいを通して、人への信頼感が育つ時期で、心理学では「愛着形成」の

時期ともいわれます。愛着形成は、子どもが望ましい成長をする上で不可

欠なものです。 

 次の幼児期では、歩けるようになり、あちこち一人で歩き回ったり、子

ども同士で遊んだりしながら、子どもの世界が少しずつ広がっていきま

す。ここで大切なのは、信頼できる人が近くで見ているから幼児は好きな

ように動けるということ、そして、一人で好きなように動くことが幼児の自立の基礎になると言うこ

とです。 

３つ目の少年期は小学生の時期が大きく関わっていて、この時期は子どもの行動範囲が広がり、子

どもだけの世界ができ始めます。また、仲の良い友だちができたり、友だちとのトラブルにも自分た

ちで対処しようと始めたりするのがこの少年期です。だから、親は、手を離すスタンスで子どもに接

することが大切になります。手を離さないでいると、子どもへ過干渉になったり、子どもの自立心の

育成を阻んでしまったりということにもつながるのではないでしょうか。ただ、この少年期は、まだ

まだ子どもで、行動と考え方に幼い面がありますので、親はしっかり目は離さないことが大切です。

よって、子どもの世界を尊重しながら、親子のほどよい距離感を保つことがポイントです。 

 最後の青年期は、思春期とも重なってきますが、これからの人生の中で大変なことや辛いことが起

こっても、それを乗り越えて行くための力を養う時期です。だからこそ、親から見ればまだまだ未熟

で心配な子どもからあえて目を離し、子どもの思うように行動させることも大切になってきます。そ

して子どもを見守りながら、「いつもあなたの味方だ」というメッセージを送り続けることが「心を離

すな」と言うことにつながるのだと思います。 

このように子育て四訓では、乳児から青年になるまでに、肌を離し、手を離し、目を離し、そして

最後に心だけがつながっている時に、本当の意味で子どもが自立するのだと思います。 

最後に子育ては、自転車の乗り方を教える事と似ていると言われることがあります。子どもの自転

車の補助輪を外し、自転車の荷台から親が手を離したとき、子どもはおぼつかないながらも自力で自

転車を運転します。そして、何度も転びながら自分一人で自転車を運転する練習を積みながら、運転

ができるようになっていきます。このように転んでもまた起き上がって走り出す子どもたちを、私た

ち大人は寄り添い、そっと手を離して見守っていきたいものです。 

 

子育て四訓 

・乳児はしっかり肌を離すな 

・幼児は肌を離せ、手を離すな 

・少年は手を離せ、目を離すな 

・青年は目を離せ、心を離すな 

 


